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障がい者雇用状況（グループ主要19社）
2006年度
1.67%

2007年度
雇用率 1.64%

先評価基準」の策定に着手し、純粋持株会社への移行を機にグ

ループ標準としての基準づくりに取り組んでいます。

2008年度は、これまでの取り組みをもとに、評価内容の一

層の充実を図るとともに、シチズングループとしてのCSR調達

の指針づくりに取り組んでいきます。

●CSRの観点から購買管理規程の改定に着手

シチズン電子では、国内外に広がるサプライヤーとのより良

い関係づくりのために、適宜ミーティングを実施しています。

2007年度は、市場動向、価格、品質、デリバリー、環境管理

などの情報交換を行いました。また、独自にCSR調達を推進し

ており、今後はCSRの観点から「購買管理規程」の改定に取り

組んでいく計画です。

●年1回の監査を実施

シチズンミヨタでは、購買管理規程に基づき、資材物流部が作

成した手順書に沿って調達先を選定し、年1回、監査を実施。必

要な箇所については改善を要請、確認しています。また、日常的

なミーティングも実施しており、2007年度のミーティングで

は、購入部材の市場動向、価格、VE※提案、リードタイム、環境

取り組みなどについて意見交換しました。

さらに、2007年度の下期からは、「CSR調達方針」の策定に

着手しています。

●ともに発展・成長し続ける信頼関係の構築をめざして

シチズングループは、ビジネスパートナーであるお取引先と

ともに発展・成長していくことをめざしています。

資材やサービスの調達活動にあたっては、「市民に愛され市

民に貢献する」という企業理念のもと、各種法令やシチズング

ループ企業行動憲章（P11）に則るとともに、グループ下請法

遵守活動を強力に推進し、より公正で透明な取引と相互信頼

関係の構築を進めています。

2007年度からは、純粋持株会社体制への移行に伴い、営

業や生産などの現場をもつ各事業会社の調達機能を強化し、

お取引先との対話を積極的に行うなど、より緊密な連携体制づ

くりを進めました。また同時に、グループ会社間の連携を図る

ために、各社の購買部門が集まる情報交換会も行っています。

●評価基準に「環境保護」「人権尊重」の項目を追加

シチズングループは、法令の遵守や環境・人権への配慮など、

国連グローバル・コンパクトの10原則をご理解いただき、CSR

を積極的に果たすお取引先と強固なパートナーシップを構築し

ていきたいと考えています。

そのために、お取引先に対する評価基準であるMQCD（経

営、品質、コスト、納期）に、2006年度から「環境保護」や「人権

尊重」「サービス・技術」といった評価基準を盛り込んだ「お取引

●グループ方針

シチズングループは、人間一人ひとりを尊重し、その多様性を

認め、誰もが安心して快適に働ける環境づくりをすることが企

業の責務であると考えています。

●採用活動を計画的・継続的に実施

シチズングループは、長期的視野に立った定期的な新卒採

用、必要により実施する中途採用、業務に応じて対応する契約

社員や派遣社員の確保など、さまざまなニーズに対応した採用

活動を計画的・継続的に実施しています。雇用にあたっては、一

人ひとりの能力・適性・意欲を重視して、機会の均等と多様性の

確保に努めています。

●女性の職域拡大に向けて

女性の活用については、「性別を問わず各人が最大限能力を

発揮できるよう、各部門での状況に即したマネジメントをするこ

と」をグループの基本方針としています。

採用や配属は各社の裁量としていますが、相対的に女性の活

用や登用が遅れている事業会社もあるため、今後はグループ各

社の事情を踏まえた長期計画づくりや具体的な取り組みを開

始することが必要と考えています。

●障がい者雇用の推進

「共に働く」を基本方針に、障がい者雇用に積極的に取り組ん

でいます。2007年度の雇用率は、法令に基づく届出（6月1日

現在）では前年度を下回りましたが、その後の採用活動を通じ

て2008年3月末時点では前年並みまで改善しました。

今後も引き続き雇用拡大・職域拡大に努めていきます。

●高齢者継続雇用を実施

シチズングループは、2006年4月施行の「改正高年齢者雇

用安定法」に対応して、定年退職後、本人が希望する場合に一

定の条件のもとで継続的に再雇用契約をする「エルダーパート

ナー制度」を導入しています。

今後も、可能な限り高齢者の雇用の場を確保するよう努めて

いきますが、一方で、従業員の平均年齢が高くなる傾向にある

ため、企業の活力という面から、職場の人員構成上のバランス

や新たな人事施策の立案などを通じて法律の趣旨を踏まえた

運用に努めていきます。

ビジネスパートナーであるお取引先とともに発展・成長していくために
公正で透明な取引の実現と相互信頼関係を構築する対話を図っています。

お取引先とのより良い関係づくり

調達サポート部から

原材料コストの削減や省資源ニーズへの対応、高品質な部材の調達、最

適納期調達など、購買部門に求められる役割はますます多様化していま

す。こうしたなか、シチズンビジネスエキスパートの調達サポート部は、市

況情報の交換をはじめとするお取引先との日常的なコミュニケーション活

動はもとより、グループ各社の購買担当による工場見学会の実施、お取引

先による技術セミナーや出張展示会の開催のサポートなど、お取引先との

相互理解、より良い関係づくりに努めています。シチズンビジネス
エキスパート　
調達サポート部 部長
尾崎 正志

人間一人ひとりを尊重し、その多様性を認め、
誰もが安心して快適に働ける環境づくりに努めています。

従業員のために、従業員とともに

出張展示会の様子

（注）各社の公共職業安定所あて報告状況＜6月1日現在＞をもとに集計

※ VE：Value Engineering。製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき
「機能」とそのためにかける「コスト」との関係で把握し、その価値を高める
ための手法

※ 全社（共通）：特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している従
業員

CSR調達の推進

グループ各社の取り組み

多様性の尊重購買の基本的な考え方
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